
●研究概要

産業界のみならず医療においても、安全性の確保は絶
対条件です。診断・治療を自由に選択できる現在、安全な
治療・手術が求められています。医療従事者にも「安全・
確実」な手技操作が求められます。

私たちは、人工心肺を用いた体外循環の安全性向上を目
的として、教育効果を評価してきました。人工心肺装置は
究極の生命維持管理装置であるからこそ、より安全なシス
テムとして制御機構を見直すことも重要であると考えます。
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心臓手術の安全性向上を目的とした準自動循環制御システムの開発

所属 医用工学科
医学シミュレーション研究室

講師
徳嶺朝子

Asako Tokumine

◆人工心肺装置関連の安全制御デバイスの研究

人工心肺システム個々のデバイスの改良に伴い安全性は

格段向上しているが、システムとしての安全性を確立して初め

て全体の安全性は保証されます。人工肺やポンプ性能など、

安全性の高いデバイスの開発・評価を行っています。

◆人工心肺システムの開発
「心肺バイパスのための準自動循環制御システム」の開発

を行っています。開心術で使用される人工心肺システムからの
灌流量を至適に維持するためのシステム開発で、体外循環中
の患者血液量は貯血槽内の血液量で調節され、送血流量と脱
血流量のバランスで維持されることに着目し、「流入量」「流出
量」を制御することができれば、人工心肺システムの制御は可
能であると考えています(図１)。
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図1 体外循環中の血液量の関係図

◆体外循環シミュレーションシステムの開発
体外循環シミュレータシステムECCSIM (extracorporeal 

circulation system)(以下、ECCSIM)の開発を行ってきました。

今後、医学教育において、シミュレーションを中心とした操作

手法および技術習得は増加するものと考えます。より臨床

環境を模擬したシミュレーションシステムの開発が望まれて

います。本研究室では、体外循環のシミュレーション教育の

ための総合システムを開発しています(図2)。
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